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16.小ケ倉一新戸町間にみられる基底礫岩

光 (長崎南高校 )

地形図 1/50,000「 長崎 」, 1/25,0
1 位置および現況
昭和 37年頃,開発造成された小ケ倉団地

において,種 々の地質現象が観察され,こ れ

まで野外実習のフィールドとして利用されて

きた。小ケ倉一新戸町一戸町―浪ノ平間の最

近のバイパス建設のため,地質図の①,⑤の黒

色片岩中の断層破砕帯および古第二系の級イヒ

層理の露頭はみられなくなったが,団 llL北 東

部で旧道とバイパスが交差するあたりに長崎

火山岩類の基底礫岩が明瞭に観察 されるよう

になった。露頭⑨は出光興産小ケ倉バイパス

給油所建設予定地になっておりその保存があ

やぶまれる。

8 地質の概要

本地域は,九 Jllに おける変成岩地域の変成

分帯からすると,緑れん石一陽起石帯に属す

る野母半島の結晶片岩類を基盤岩として,高

島炭田最下部の香焼層の沿岸周辺堆積物がみ

られる。さらにその上部の基底liX岩層を境と

して長時火山活動初期の凝灰岩,凝灰角礫岩

層が累重している。基盤岩の結晶片岩類の地

00「 長崎西南部 」
質時代は,従来古生代末期とされていたが,

K一 Ar法 による絶対年代演J定 (植田・大貫
1968)の 値によると,自 亜紀末期 (83
m.y, 86m.y。 )を 示している。これらの測

定値 もどの程度信頼できるかどうか未確定で

ある。今後複雑な変成作用による鉱物変イヒの

詳細な解析や,そ れに艮β応した放射性年代演」

定および新しい地質関係の事実の発見等がさ

らに必要である。小ケ倉地域の変成岩は,大

島恒彦による変成分帯の東部亜層群上部層に

相当し,片岩のタイプは緑色片岩,泥質片岩,

砂質片岩である。

以下,本地域の長崎火山岩類の基底礫岩層

について記述する。 地質図は「長崎県の地判

26～ 9に おける堀口原図を一部補筆したも
のである。

5 露頭の説明

⑥ 昭和 38年に天然記念物に指定された
横臥櫂曲④直上のルートに沿う地点。幅 3笏

高さ 1.7解程度の /jh露頭がみられ風イヒして赤

桃色をおびた安山岩の中礫～大礫。石墨石

英 片岩 の細礫～大礫。石英,砂岩の礫 も多

く含まれている。上部の薄い凝灰岩質の層が

被覆して凝灰角礫岩層が累重する。

⑦ Ostreaのイヒ石を産する②直上部で,

凝灰角礫岩層下位の凝灰質泥岩層中に多少の

細′～中礫を混在している。全体として泥岩の

色は灰自色～青灰色である。

⑧ 採石場跡への登り口地点で基底礫岩層
が観察される。礫種は⑥地点と大差なく,大

きさは細～中礫を含む。上方になるに従い安図置位
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山岩の細～中礫が多くなり,凝灰質の灰自色

泥岩に漸移 し,直上には凝灰角礫岩がくる。

⑨ バイパスと旧道が交差した地点で,写真
1の露頭がみられる。⑨～ D間 の道路西側面

にコンクリー ト吹きつけをしていない部//Pが

あり,そ こで観察される礫層から柱状図の礫

岩 1の 下位にさらに移層の機層が存在するこ

とが考えられる。礫の大きさは大礫が多い。

礫の種類は層準による差異は殆んどなく,緑

色片岩,石 墨石英片岩などが多く,風ィヒの著
しい安山岩礫も少量混在している。礫層と礫

層間にはさまれる砂岩 (一部礫質砂岩 )は主

に変成岩の岩屑であ り,上位の もの程凝灰質

が多 くなる傾向がみ られる。走向・傾斜はN
45° E,N2が である。
4 地質教材的意義

教科書にモデル的に記してある基底礫岩 (

または基底砂岩 )は不整合面上に一層準示さ

れている場合が多い。しかし,本地域では基

底礫岩～基底砂岩が数層準にわたり整合的に

堆積し,そ のうえに長崎火山の本格的な活動

にもとずく疑灰岩層,凝灰角礫岩層が累重し

ている。モデル図からの一面的な現象理解を

是正するのに適した好露頭といえよう。
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